
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新しい様式での運動会」         
 体育主任 仁禮 友裕 

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策をしながら、どの
ような運動会ができるのか、体育主任としても６年生担任とし
ても、とても悩むことが多い運動会でした。しかし、子供たちと
知恵を出し合って、今年しかできない運動会を作り上げること
ができました。 
当日は、競技に一所懸命に取り組む子供たちの清々しい表
情がたくさん見られ、とても嬉しく感じました。保護者の皆様、

運動場の整備から当日の応援、片付けまで、大変お世話にな
りました。 

 

「『団結・感動・笑顔』の一小運動会‼」 
～水俣一小の輝かしい歴史の一ページに～ 

水俣第一小学校長 光山 忠  

編集 主幹教諭 池邉 頼人 

 

「虔(つつしみ)賢（かしこく）健（すこやかに）・４５９」 

令和２年１０月８日 第５号 水俣第一小学校だより 

編集 主幹教諭 池邉 頼人 

 

今年度の運動会は、誰もがこれまでに経験し
たことがない形での計画と準備を行い、ようやく
9月 27日の本番を迎えることができました。 
今年度当初は、とても運動会は実施できない
だろうという声が大部分でした。 
しかし、文科省や県教委の通知を理解し、市教
委の指導を受けながら、できる範囲での開催と
いう発想にたどり着きました。実施方法について
は、他校の取組も参考にしながら、一小なりの計
画を立て、練習・準備を行ってきました。練習期
間を十分に確保することができませんでしたの
で、どの学年も１回１回の練習に気持ちを込め、
効果的な練習を心掛けてきました。 
そして、本番当日は、新型コロナウイルス感染
症拡大防止対策として、 
①プログラムを精選にし、 
②午前中で終わる日程を組み、 
③応援は家族のみにしていただき、 
④シルバー席を設けず、 
⑤立ち見スペースで交代しながらの応援等、 
多くの人のご理解とご協力をいただくことで、よ
うやく実現となりました。 
ただ、高齢者の皆様をご招待することや、来年

度１年生のかけっこ等は諦めざるを得なかったこ
とは残念でもあり、反省点でもあります。 
  驚くことに全体練習の 1 回目に、本年度初め
て、全校児童が集まることができました。本年度
も５カ月以上も過ぎた時期です。このこと一つと
っても、新型コロナウイルス感染症の影響の大き
さを感じました。だからこそ、全校児童が参加す
る運動会は、今まで以上に思い出に残るものに
しなければと強く思ったことでした。 

学校教育目標 

「ふるさと・人・命」を大切にし、夢や目標に向かい粘り強く努力する児童の育成 
 

こうした厳しい状況下での運動会でしたが、 
子供たちは、 「団結・感動・笑顔」の運動会テ
ーマのごとく、持っている力をすべて出し切って
走り、バトンをつなぎ、ダンス等で思い切り表現
していました。時には転んだりすることもありまし
たが、決してあきらめず、力を合わせて勝利に向
かって全力を出し切る姿は大変美しく、すばらし
かったです。 
２年生、４年生が取り組んでくれたダンスで

は、心の底から楽しんで表現していることがよく
分かり、終了後には力を出し切った満足感を漂
わせていました。６年生の集団演技では、本番
ならではの緊張感が伝わり、学年全体が心と体
を一つにした姿に「集団の美」を感じました。 
３年生・５年生は団体競技がありましたが、

「大豆リレー」「GO！台風 5号」と学習に関連し
た楽しいネーミングの中で、本番では協力する
姿と力強さが印象的でした。 
１年生は、初めての運動会で緊張しながらも

一生懸命に参加している様子がありました。玉
入れの時に、曲に合わせながら踊り、紅白の球
を投げる様子に、１年生らしい微笑ましさとかわ
いらしさ、楽しさが伝わってきました。 
全ての学年に共通していたのは楽しんでいる

こと、素敵な笑顔がたくさんあったことでした。 
開催してよかったと心の底から感じることができ
た運動会でした。 
最後になりましたが、このようなコロナ禍の中

でも開催できたのは、開催準備から当日の駐車
場整理等、保護者の皆様のたくさんのご協力の
おかげです。 
この場を借りて御礼申し上げます。 
 
 

水俣第一小
学校ホーム
ペ ー ジ の
QR コード
はこちらか
ら↓ 



  
 

熊本県教育委員会から、教 
育広報誌の最新号「ばとん・ 
ぱす vol.5３」が発行されて 
います。 

QRコードはこちらから→ 

 
                     
                     

9月２７日（日）は、秋晴れの中、運動会を開催しました。一人一人がたくさんの笑顔を見

せ、思い出に残る運動会になりました。その様子をご紹介します。 

 
 
 

お世話になります！ 

一人一人が輝いた運動会 「団結 感動 笑顔」 

 

教育広報誌「ばとん・ぱす」 

ぼくは、クラスのみんなからの
推薦を受けて団長になりまし
た。最初の練習では皆をまとめ
ることができず、うまくいきませ
んでした。でも、本番では応援
リーダーの支えのおかげで団
結して応援することができまし
た。赤団のみなさん、ありがとう
ございました。 

（赤団団長：上田康貴） 
私が運動会で学んだことは
「団結」の言葉の意味です。本
番では、同じ団の人だけではな
く、一小のみんなが団結できて
いたと思うのでよかったです。
これからもいろいろな行事で団
結して頑張っていこうと思いま
す。   （副団長：野﨑侑那） 

９月１６日からなかよし３組の１年生
を担当することになりました上河千晶
です。保護者の皆さん、どうぞよろしく
お願いします。 

運動会を始めます！ 

ようい、どん！ 

チェッコリ決めポーズ！ 

力いっぱい踊ったソーラン！ 

最高学年の団結、見事！ 

思いをつないだバトンパス 

小学校最後の運動会だったの
で、史上最高の運動会にする
ことが目標でした。 
練習から全力を出し、本番で
は、白団全員が団結して応援
ができたから優勝できたと思
います。団長になれてよかった
です。白団のみなさん、ありがと
うございました。 

（白団団長：山内 昂） 
私は運動会に向けて団長のサ
ポートや準備などを頑張りまし
た。運動会当日になって、みん
なが練習より、一生懸命頑張っ
ていたので、テーマ通り笑顔や
感動を届けられたと思います。     

（副団長：中村芽依） 

息を合わせた団体競技！ 


